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岡
山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
は
、
中
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
の
前
に
「
Ｈ
Ｐ
の
引
起
し
作

業
が
な
ぜ
必
要
か
」
等
の
テ
ー
マ
で
講
師 

古
野
智
士

氏
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
前

に
勉
強
会
を
開
く

 
 
 

タイムスケジュール 

1133::0000〜〜1144::4455  勉勉強強会会（（会会場場：：新新館館２２階階  曲曲⽔⽔のの間間））  

““ホホーームムペペーージジのの引引越越しし作作業業ととはは何何？？””  
株式会社ナビック 代表取締役 古野智⼠ ⽒ 

京都市出⾝。お客様にとって使い易いホームページ／
システムの開発に従事。 

・この時期になぜ引っ越しする必要があったのか？ 
・サーバの引っ越しとは何をしているのか？ 
・引っ越し後のサーバーで何が変わったのか？ 
・http[s]と最後の s の有無で企業の信⽤性は変わるのか？ 

 

 

   
開催会場：岡⼭プラザホテル 
住所  ：岡⼭市中区浜 2-3-12 
電話  ：086-272-1201 

  

 

    
 

令令和和 77 年年  

55//1133  ((火火))  
1133::0000〜〜  

岡岡山山ププララザザホホテテルル  

令和7年度　岡山県鮨商生活衛生

同業組合関係者　セミナー
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組合に加入すれば数々の特典（メリット）が得られます。
すし組合に入りませんか？

電話０８６－２２３－７７７９
〒700-0913　岡山市北区大供１丁目４番15号

組合に加入して同業者の
団結でお店の繁栄を !!

すし組合では、組織の団結の力でお店の繁栄と従業員の明るい将来
を築くために活発な活動を展開しております。
皆さんと共に学習しようではありませんか。

岡山県鮨商生活衛生同業組合は岡山県鮨商生活衛生同業組合は

（岡山・玉野・倉敷・津山・新見・備前の各支部で構成されています。）

あなたのお店が未だ未加入でしたら、これを機会にぜひご加入ください
ますようお願いいたします。　お申し込みはまずはお電話で !!

〒700-0971
岡山市北区野田４丁目11－１
TEL（086）246－5311
FAX（086）246－5411
E-mail ： info@anesto.co.jp

アネスト株式会社

岡
山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同
業
組
合
賛
助
会

会
長
　
干
　
田
　
浩
　
逸

ほ

し

だ

　

こ

う

い

ち

（
株
式
会
社
　
武
田
製
玉
部
代
表
者
）

全
す
し
連 

浅
野
会
長
を
お
迎
え
し
て
、

13
年
振
り
に
岡
山
に
於
い
て

「
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た

　

岡
山
県
鮨
商
生
活
衛
生
同

業
組
合
は
、
13
年
振
り
に
中
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

を
「
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
」
に

於
い
て
、
全
す
し
連 

浅
野
会

長
を
お
迎
え
し
て
、
栢
菅
主
税

氏
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
有
意

義
に
議
事
が
運
ば
れ
次
の
議

事
録
に
記
載
さ
れ
た
と
お
り

で
あ
る
。

　

ま
ず
各
県
の
出
席
者
の
ご

紹
介
が
な
さ
れ
、
議
長
選
出
と

続
き
、
議
事
に
入
る
。

　

令
和
７
年
度　

全
国
す
し

商
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
を
開
催

　

私
、
司
会
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
岡
山
県
鮨
商
組
合
副

理
事
長
の
栢
菅
主
税
と
申
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
お
手
元
の
資
料

の
式
次
第
に
沿
っ
て
進
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
君
が
代
斉
唱
に
入
り

ま
す
が
、
前
奏
が
少
し
あ
り
ま

す
の
で
そ
れ
か
ら
歌
っ
て
下

さ
い
。

一
、
開　

会　

君
が
代
斉
唱　

　
　

業
界
物
故
者
へ
黙
祷

　
　

開
会
の
こ
と
ば

　
　
　

岡
山
県
理
事
長

　
　
　
　
　

 

髙 

橋 

啓 

一 

様

　
　
ブ
ロッ
ク
会 

会
長
の
挨
拶

　
　
　

岡
山
県
理
事
長

　
　
　
　
　

 

髙 

橋 

啓 

一 

様

　
　

全
国
す
し
連
合
会

　
　

会
長
挨
拶

　
　
　

全
す
し
連 
会
長

　
　
　
　
　

 

浅 

野 

哲 

哉 

様

　

私
、
栢
菅
は
何
分
に
も
不
慣

れ
の
上
に
、
こ
う
し
た
大
き
な

会
議
の
、
司
会
を
務
め
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
進
行
に

支
障
を
き
た
す
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
と
き
は
ど
う
か
お
許
し

下
さ
い
。
そ
し
て
皆
様
の
ご
協

力
を
得
ま
し
て
進
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ご
出
席
頂
い
た

方
々
の
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
く

お
名
前
な
ど
呼
び
違
い
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な

く
お
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ま
せ
。

二�

、
そ
れ
で
は
、
各
県
役
員
他

出
席
者
の
方
々
の
ご
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

三�

、
こ
れ
よ
り
会
議
に
入
ら
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
議
長
の
選
出
で
す
が

規
約
に
基
づ
い
て
岡
山
県
の

髙
橋
理
事
長
議
長
席
に
ご
着

席
下
さ
い
。

　

議
長
の
挨
拶
の
後　

書
記

の
氏
名
を
議
長
よ
り
指
名
さ

れ
、（
常
任
理
事
の
吉
田
智
郁

子
さ
ん
・
事
務
局
の
片
山
紀
子

さ
ん
・
中
央
会
の
髙
嶋
芳
樹
さ

ん
お
願
い
致
し
ま
す
。）
そ
し

て
ご
承
認
を
得
て
進
め
ら
れ

た
。

議
事
に
入
る
。

議
事
録

令
和
７
年
度　

全
国
す
し
連

　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

会
議

日
時
：
２
０
２
５
年
５
月
13
日

（
火
）
13
：
30
〜
14
：
45

場
所
：
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
挨
拶

岡
山
県　

高
橋
理
事
長

　

世
界
情
勢
を
は
じ
め
、
経
済

及
び
原
料
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
経
営
環
境
は
非
常
に
不

安
定
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

本
日
、
ご
出
席
の
各
県
か
ら
は

忌
憚
の
な
い
意
見
・
要
望
等
を

ご
発
言
い
た
だ
き
有
意
義
な

時
間
と
し
た
い
。

２�

．
令
和
６
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
経

過
報
告
に
つ
い
て

岡
山
県　

高
橋
理
事
長

　

全
国
す
し
連
で
の
会
議
で

は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

「
す
し
券
」
に
つ
い
て
中
止
し

た
い
県
が
続
出
し
た
。
昨
今
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
踏
ま
え
、
事
務

局
の
手
間
と
活
用
幅
の
小
さ

さ
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

よ
り
推
進
し
た
い
県
も
あ
っ

た
。
た
だ
、
全
国
共
通
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
は
、
行
き
詰
ま
り

感
が
あ
り
、
次
に
繋
げ
る
共
有

化
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

３�

．
全
す
し
連
よ
り
報
告
に
つ

い
て

全
す
し
連　

浅
野
会
長

　

す
し
券
に
つ
い
て
は
、
現
在

13
県
の
み
が
活
用
し
て
い
る

状
況
だ
が
、
全
す
し
連
の
会
合

で
は
〝
す
し
券
発
行
の
新
規

停
止
〟
の
議
論
が
高
ま
っ
た
。

２
０
２
５
年
３
月
の
理
事
会

に
お
い
て
、
正
式
に
新
規
発
行

停
止
が
決
定
し
た
。
そ
の
背
景

と
し
て
、
昨
年
（
２
０
２
４
年

度
）、
東
京
都
・
大
阪
府
の
大

都
市
に
あ
る
大
規
模
組
合
が

扱
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
て
お
り
、
他
県
同

様
に
現
在
の
商
取
引
に
合
わ

な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
メ
リ
ッ

ト
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

た
だ
し
、
金
融
商
品
に
よ
る

供
託
金
の
金
額
も
大
き
い
が
、

１
県
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
県
に
お
い
て
整
理
が
で
き

る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
反
面
、
新
潟
県
で
は

「
す
し
券
」
は
活
況
に
て
、
う

開催の辞

全国すし商生活衛生同業組合連合会
　　　　　　　　　会　長　　浅　野　哲　哉

　全国すし連　中・四国ブロック会にご参加の皆々様、
本日はブロック会に参加され、心からお祝い申し上げ
ます。
　さて、岡山県において 13 年振りにブロック会が開催
されるとの事でございますが、

この 60 年で組合を取り巻く環境が大きく変化致しました。
　ご存じの通り、数年前から大幅な円安が続き、これに連動して全体的
な物価上昇となる中、日経平均株価は上昇を続け、4 万円を超えること
が普通になりましたが、バブル期の株価上昇とは違い、全体的な景気上
昇が全く感じられません。
　最も身近な事と致しましては、円安で仕入れが高くなり、昨年と比べ
米価も上昇致しました。
　また、暑い時期が長くなり、以前は大量に獲れていた魚が獲れなくな
りました。
　一方で外国からのお客様は増加の一途をたどり、円安であることから
、中には外国人用に高額なメニューを用意する飲食店まで出来ました。
　政府は賃上げを推奨し様々な補助制度を設けているものの、応じられ
るのは一部の企業に限られ、現実的には多くの業種で賃上げ出来ないの
が現状であります。
　少子高齢化社会を迎え、飲食店に限らず現場での仕事をする方が減り
、人材確保の為、従業員に週休 2 日を与える飲食店が増えつつあります
。
　我が国は平成に入り 30 年間経済成長が停滞ことで、小規模の業務用
食品店であっても国内販売が頭打ちとなったことから販路を海外に広げ
るようになりました。
　我々が販売する商品は、輸出することは殆ど不可能ですから、海外か
らのお客様にご来店をいただき、売上を上昇に繋げる事が大切でありま
す。
　最近の若者は現金を持ち歩かない為、キャッシュレス決済を導入が不
可欠となり、店の規模に関係なく、従業員の雇用環境なども含め、経営
者は常に様々な勉強が求められる時代に入りました。
　本日のブロック会では、すし業の今後の繁栄について意見を交換され
、実りあるブロック会として成功されることをご祈念致します。
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Mizkan

大 阪 支 店

ま
く
県
内
で
回
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、
全
す
し
連
の

決
定
に
伴
い
、
新
た
に
１
，

０
０
０
円
券
を
発
行
す
る
案
、

及
び
〝
券
〟
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　

今
年
度
（
２
０
２
５
年
）

の
全
国
大
会
（
福
井
県
主
催
）

が
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
組
合
が
依
頼
し
た
イ
ベ

ン
ト
事
業
者
の
見
積
額
が
１
，

８
０
０
万
円
を
超
え
て
お
り
、

高
額
な
た
め
に
組
合
が
赤
字

に
な
る
想
定
だ
っ
た
。
そ
れ
に

関
し
て
、
組
合
員
の
分
裂
も
発

生
し
た
。

４�

．
岡
山
県
か
ら
の
提
案
事
項

に
つ
い
て

⑴�

各
県
の
お
寿
司
屋
さ
ん
及

び
飲
食
業
の
状
況
に
つ
い

て
岡
山
県

　

組
合
員
数
が
減
少
し
て
い

る
。
お
店
は
あ
る
が
後
継
者
が

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
親
子
承

継
が
で
き
て
い
な
い
原
因
と

し
て
、
儲
か
っ
た
話
を
家
庭
内

で
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ

る
。

山
口
県

　

組
合
員
数
の
減
少
は
続
い

て
い
る
（
現
在
28
組
合
員
）。

店
舗
数
は
あ
る
も
の
の
、
後
継

者
が
い
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　

組
合
加
入
に
つ
い
て
は
、
飲

食
組
合
に
入
る
店
舗
が
多
い
、

規
模
が
大
き
く
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
る
店
舗
が
多

い
た
め
飲
食
組
合
に
流
れ
て

い
る
。
ま
た
、
若
い
世
代
か
ら

は
「
組
合
」
と
い
う
も
の
の
メ

リ
ッ
ト
が
感
じ
て
も
ら
え
ず

離
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
飲
食

組
合
は
組
合
員
増
も
あ
り
活

発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

徳
島
県

　

組
合
員
数
の
減
少
は
同
じ

で
あ
る
（
現
在
30
組
合
員
）。

他
県
同
様
に
、
組
合
の
メ
リ
ッ

ト
が
感
じ
て
も
ら
え
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
産
業
ゴ
ミ
と
な

る
ゴ
ミ
収
集
費
用
の
軽
減
や

米
が
安
く
な
る
と
い
っ
た
寿

司
店
に
関
わ
る
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
。
ま
た
、
労
働
者
確
保

も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
次

世
代
へ
お
店
を
残
せ
る
か
難

し
い
部
分
が
あ
る
。
人
口
減

少
も
あ
り
、
商
業
的
な
飲
食

店
が
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く

か
、
寿
司
店
は
ど
う
生
き
残
っ

て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
組
合
員
増

は
期
待
が
薄
い
。

愛
媛
県

　

後
継
者
不
足
は
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
組
合
加
入

の
メ
リ
ッ
ト
も
中
小
公
庫
の

貸
付
金
利
ぐ
ら
い
し
か
な
い

状
況
。
松
山
空
港
の
周
辺
に

は
、
比
較
的
安
価
な
ゴ
ル
フ
場

が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度

か
ら
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
を
行
い
、
韓
国
の
準
富
裕

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
「
ゴ

ル
フ
場
ラ
ウ
ン
ド+

道
後
温
泉

+

す
し
店
来
店
」
が
で
き
る
よ

う
動
い
て
い
る
。
組
合
側
も

組
合
員
に
多
言
語
メ
ニ
ュ
ー

や
看
板
の
設
置
方
法
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
、「w

elcom
e

」
表

示
を
推
奨
し
て
い
る
。
今
後
、

台
湾
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

計
画
し
て
い
る
。
な
お
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
し
て

い
る
が
、
中
国
か
ら
の
来
訪
は

あ
ま
り
望
ん
で
い
な
い
。

全
す
し
連　

浅
野
会
長

　

組
合
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
全
す
し
連
で
も
働
き
か
け

を
継
続
し
て
い
る
。
特
に
、
営

業
許
可
証
に
関
わ
る
料
金
の

値
下
げ
や
期
間
の
延
長
等
、
す

し
組
合
の
組
合
員
が
指
導
員

等
、
協
力
を
行
っ
て
い
る
が
、

組
合
員
自
身
へ
の
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
く
、
こ
れ
ら
を
長
年
要

望
し
て
い
る
。

⑵�

最
近
の
お
米
の
状
況
に
つ

い
て

岡
山
県

　

農
業
に
関
す
る
学
校
で
は
、

ド
ロ
ー
ン
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を

使
っ
た
学
び
が
多
く
あ
る
が
、

実
際
の
卒
業
生
で
農
業
に
従

事
す
る
も
の
が
20
％
程
度
、
昨

年
に
至
っ
て
は
２
％
と
、「
農

業
に
付
か
な
い
」
も
の
が
多

い
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、〝
農

業
が
儲
か
ら
な
い
〟
と
い
っ
た

仕
組
み
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
理
事
長
企
業

（
自
然
米
栽
培
）
で
は
、
玄
米

の
栄
養
は
精
米
し
た
白
米
は

20
％
、
残
り
80
％
は
精
米
時
に

出
る
「
糠
」
で
あ
る
。
こ
の

糠
に
価
値
を
加
え
る
こ
と
で
、

玄
米
価
値
を
上
げ
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

愛
媛
県

　

農
家
が
儲
か
ら
な
い
と
い

う
の
は
深
刻
で
仕
入
れ
に
響

い
て
い
る
。「
儲
か
ら
な
い
→

作
ら
な
く
な
る
→
後
継
者
が

い
な
い
→
米
の
量
が
減
る
」
と

こ
の
悪
循
環
が
続
く
可
能
性

が
あ
る
。

徳
島
県

　

質
問
：
本
来
の
米
価
格
は
ど

れ
ぐ
ら
い
が
適
正
な
の
か
。

岡
山
県
（
高
橋
理
事
長
）

　

１
俵
２
万
円
〜
2.2
万
円
あ

た
り
が
農
家
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
損
益
分
岐
点
で
は

な
い
か
。
農
機
具
の
償
却
等
は

７
年
で
あ
り
、
な
か
な
か
補
助

金
制
度
も
な
く
難
し
い
経
営

だ
と
感
じ
る
。

各
県
の
組
合
費
（
@
／
月
）

　

愛
媛
県
１
，
５
０
０
円

　

徳
島
県
２
，
０
０
０
円

　

�
岡
山
県
（
岡
山
市
４
，

０
０
０
円 

市
外
２
，

０
０
０
円
）

　
　⑶�

ス
タ
ッ
フ
の
採
用
に
つ
い

て
岡
山
県

　

若
干
の
店
舗
で
は
、
タ
イ

ミ
ー
を
活
用
し
た
短
時
間
（
１

〜
２
時
間
／
日
）
ア
ル
バ
イ
ト

も
活
用
し
て
い
る
。

愛
媛
県

　

繁
忙
期
に
人
手
不
足
に

な
っ
た
が
、
１
，
２
５
０
円

／
時
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
通
常
期
で
は
１
，

０
０
０
円
／
時
で
募
集
し
て

も
一
切
来
な
い
状
況
。
１
，

２
５
０
円
で
求
人
が
き
た
と

し
て
も
、
お
店
と
し
た
ら
売
上

単
価
が
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば

採
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

小
規
模
店
舗
に
と
っ
て
は
、
人

件
費
単
価
の
増
幅
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

⑷
全
す
し
連
へ
の
要
望

山
口
県

　

当
組
合
の
役
員
が
飲
食
組

合
の
役
員
も
兼
務
し
て
お
り
、

全
国
飲
食
組
合
で
は
カ
ー
ド

手
数
料
の
減
額
の
動
き
が
あ

る
が
、
寿
司
組
合
と
し
て
は
ど

こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
全
す
し
連　

浅
野
会
長

　

当
初
は
、
飲
食
組
合+

鮨
組

合
の
共
同
で
行
う
予
定
で
動

い
て
い
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か

飲
食
組
合
だ
け
動
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
本
件
に
つ
い
て

は
、
全
す
し
連
に
て
確
認
作
業

を
行
う
と
の
こ
と
。

５�

．
次
回
令
和
８
年
度
か
ら
の

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
担
当

県
に
つ
い
て

　

次
回
か
ら
２
年
間　

愛
媛

県
（
２
０
２
６
〜
２
０
２
７

年
度
）、
そ
の
後
、
徳
島
県

（
２
０
２
８
〜
２
０
２
９
年

度
）
で
決
定
。

　

会
議
が
終
了
し
、
貴
重
な
お

時
間
を
割
い
て
頂
き
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
を

述
べ
る
。

　

こ
れ
よ
り
懇
親
会
に
移
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

四
、
閉 

会 

の 

挨 

拶

　

最
後
、
次
回
の
中
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
会
の
担
当
県
は
愛
媛

県
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

御挨拶

岡山県鮨商生活衛生同業組合
理事長　　髙　橋　啓　一

　令和７年度中・四国ブロック代表
者会議開催に当たり、各県の理事長
をはじめ多くの方々のご出席をいた
だき、誠にありがとうございます。
全すし連からも浅野会長にご出席い

ただきました。心から感謝し、歓迎申し上げます。
　今私たちは、政治、経済、世界情勢のどれを取って
みても非常に不安定な状態になっています。そして令
和の米騒動、日本の主食がマネーゲームの対象になっ
たかのような価格の上昇がみられます。決して農家の
方々の収入増に寄与しているようには見えません。
　このような中で、日本の和食の中でお寿司の占める
価値は非常に高く、それをより一層高めて、日本の食
文化の向上・人々の健康の増進に大きく貢献してまい
りたいと思います。　
　本日、ご参集の中・四国ブロック代表者会議の皆様
方と熱心な協議を重ね、実りある提案ができればと願
っております。本会が有意義な会になりますよう、皆
様のご協力をよろしくお願い申し上げます。
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令和 7 年度 中四国ブロック会　懇親会

３
月
度
定
例
理
事
会

日　
時
：
７
年
４
月
２
日
㈫

場　
所
：�
喜
楽

出
席
者
：�

高
橋
・
栢
菅
・
吉
田
・

河
内
（
文
）

司　
会
：
副
理
事
長
（
栢
菅
）

一
、
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
。

　
　

�

本
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
と
挨
拶
。

二
、
報
告
事
項
に
つ
い
て

　
　

〇�

別
紙
資
料
の
通
り

　
　

�

３
月
11
日
全
す
し
連
理
事
会

開
催
の
報
告　

 

高
橋
理
事

長

　
　

別
紙
の
通
り

三
、�

令
和
７
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
。

　
　

�

別
紙
資
料
を
添
付

　
　

別
紙
の
通
り

四
、�

令
和
７
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
。

　
　

�

別
紙
資
料
を
添
付

　
　

別
紙
の
通
り

五
、�５
月
13
日
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
会
議
に
つ
い
て
。

　
　

�

準
備
を
着
々
と
進
め
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
出
席
者
人
数

32
名
。

　
　

�

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

会
議
の
岡
山
県
か
ら
の
協
議

議
案
に
つ
い
て
。

　
　

一
、�

各
県
の
お
寿
司
屋
さ
ん

及
び
飲
食
業
の
状
況

　
　

二
、�

最
近
の
お
米
の
事
情

　
　

三
、�

ス
タ
ッ
プ
の
採
用
に
つ

い
て

　
　

四
、�

全
す
し
連
へ
の
要
望
に

つ
い
て

　
　

五
、�

そ
の
他

六
、�４
月
度
定
例
理
事
会
開
催
に

つ
い
て
。

　
　

休
会
と
す
る

七
、�５
月
度
定
例
理
事
会
に
つ
い

て
。

　
　

休
会
と
す
る

八
、�

令
和
７
年
度
通
常
総
会
開
催

に
つ
い
て
。

　
　

�

日
時　

令
和
７
年
６
月
10
日

（
火
）

　
　

場
所　

喜
楽

　
　

�

今
年
度
は
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
開
催
の
た
め
懇
親
会

を
見
送
り
ま
す
。

九
、�

鮨
組
合
加
入
促
進
運
動
の
呼

び
か
け
に
つ
い
て
。

十
、�

そ
の
他
に
つ
い
て
。

総
務
だ
よ
り　
４
月

１
日　

�

お
か
や
ま
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
機
関
紙
「
て

ご
」
届
く

２
日　

�

４
月
度
定
例
理
事
会

　
　
　
（
於
）
喜
楽

　
　
　
　
　
　

４
名
委
任
状
９
名

５
日　

�

令
和
７
年
度
生
活
衛
生
関

係
営
業
対
策
事
業
費
補
助

金
申
請
秘
訣
と
さ
れ
る

10
日　

�

日
本
音
楽
著
作
権
協
会
と

の
業
務
協
定

17
日　

�

倉
敷
「
寿
司
勝
」
に
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

22
日　

�

指
導
セ
ン
タ
ー
７
年
後
度

後
継
者
育
成
支
援
事
業
実

施
の
協
力
要
請

23
日　

�

保
健
医
療
功
労
者
知
事
・

部
長
表
彰
候
補
者
の
推
薦

５
月
15
日
ま
で
に

24
日　

�

指
導
セ
ン
タ
ー
よ
り
新
し

い
職
員
と
共
に
挨
拶
来
組

25
日　

�

指
導
セ
ン
タ
ー
監
査
実
施

　
　
　
（
於
）
セ
ン
タ
ー
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栢
菅
出
席

26
日　

�

晴
寿
司
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会

議　

通
常
総
会
開
催
に
つ

い
て
。

　
　
　
（
於
）
全
農
岡
山
件
本
部

29
日　

�

昭
和
の
日

総
務
だ
よ
り　
５
月

１
日　

�

５
月
１
日
～
10
月
31
ク
ー

ル
ビ
ズ
県
民
運
動

２
日　

�

温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

の
推
進

３
日　

�

憲
法
記
念
日

４
日　
�

み
ど
り
の
日

５
日　

�

こ
ど
も
の
日

６
日　

�
振
替
休
日

７
日　

�
令
和
６
年
度
組
合
員
の
新

規
加
入
者
数
・
脱
退
者
数

を
提
出

　
　
　
（
於
）
全
す
し
連

８
日　

�

令
全
す
し
連
関
係　

春
の

叙
勲
・
褒
章
受
章
者
の
お

知
ら
せ

９
日　

�

令
生
活
衛
生
事
業
功
労
に

係
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
。
５
月
14
日
（
水
）
ま

で
に
提
出

12
日　

�

岡
山
市
公
衆
衛
生
功
労
者

表
彰
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て
５
月
22
日
（
木
）
ま

で
に

13
日　

�

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
代
表

者
会
議

　
　
　
（
於
）岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者
37
名

14
日　

�

７
年
度
景
気
動
向
等
調
査

第
１
回
６
件
分
届
く
。
〆

切
５
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
提
出

15
日　

�

Ｊ
Ａ
中
央
会
に
お
米
の
協

賛
並
び
に
後
援
の
お
願
い

に
上
が
る

　
　
　
（
於
）
Ｊ
Ａ
中
央
会

　
　
　
　

理
事
長
、
事
務
局
出
席

17
日　

�

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
景

気
動
向
等
調
査
結
果
資
料

届
く
、（
指
導
セ
ン
タ
ー

及
び
日
本
政
策
金
融
公
庫

よ
り
）
25
年
１
～
３
月
期

18
日　

�

橋
本
岳
後
援
会
会
長
役
員

会
議

　
　
　
（
於
）�

倉
敷
成
人
病
セ
ン

タ
ー

20
日　

�

指
導
セ
ン
タ
ー
定
時
理
事

会
・
中
央
会
理
事
会

　
　
　
（
於
）
県
土
連
ビ
ル

　
　
　
　
　

理
事
長
・
栢
菅
出
席

23
日　

�

令
和
６
年
度
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
候
補
者
の
推
薦
〆

切
日

28
日　

�

お
か
や
ま
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栢
菅
出
席

理
事
会

礼　状
各　位　

　謹啓　薫風の候
貴台益々ご清祥のこととお慶び申し上げま
す。
　さて　この度の中・四国ブロック総会並び
に有意義な懇親会を岡山県が担当で開催に際
しましては、御多用中にも拘わらず各県の
方々には遠路のところ多数のご参加をいただ
き、理事長はじめ組合員の皆様のご理解とご
協力を賜り深く感謝いたします。
　またご来賓の皆様・賛助会の皆様方から、
こころ温まる丁重なる祝詞　祝電及び身に余
るお祝い品を頂戴いたしまして有難く篤くお
礼申し上げます。
　現下の業況は誠に厳しいものがございます
が、皆々様のご教示を肝に命じ、お言葉に応
えられるよう組合員一致団結の上、組合活動
強化と業界の一層の発展を期する所存でござ
いますので、今後ともご指導とご鞭撻の程よ
ろしくお願い申し上げます。
　実は親しくご拝眉の上御礼申し上げますの
が本意でございますが、取あえず寸楮にてご
厚情に対し篤くお礼申し上げます。
末筆ではございますが、皆様のご健康と益々
のご活躍をお祈り申し上げます。
　尚、当日は何かと不行き届きの点がありま
したことと存知ますが何卒ご容赦下さいます
ようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　謹白

令和7年5月吉日

　　　　岡山県鮨商生活衛生同業組合
　　　　　　　　理事長　髙　橋　啓　一
　　　　全国すし商生活衛生同業組合連合会
　　　　　　中・四国ブロック
　　　　　　　　会　長　髙　橋　啓　一


